











せた黒点群 (活動領域)の特徴を統計的に調べています。今太陽活動周期 (第 23活動周期:
1996年から)に出現した黒点群の数は 1996年から 2002年までの 7年間で約 2300個でし
たが、そのうち大フレア (Xクラスフレア)を発生させたものは 34領域でした。これらの













図: 活動領域NOAA 9415の例。(左上) – 磁場の分布。白が N極、黒が S極。(左下) – 黒
点の画像に磁場の線を重ねがきしたもの。右側の並んだ白黒がデルタ型部分。(右) –デル
タ型の部分の磁気中性線と南北方向のなす角度の変化 (反時計回りの回転)。矢印はフレア
発生時刻を示す。一番大きな矢印が Xクラスフレア。
(石井 貴子 記)
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